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平成 23 年 12 月 26 日 

各      位 

会 社 名  株式会社京王ズホールディングス 

代表者名  代表取締役社長 佐々木英輔 

（コード番号 3731 東証マザーズ） 

問合せ先  管理統括部副部長  石原瑞樹  

（TEL．  022－ 722－0333 ） 

 

平成 23 年 10 月期通期業績予想と実績との差異並びに 

営業外費用及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 平成 22 年 12 月 13 日の決算発表時に公表した平成 23 年 10 月期（平成 22 年 11 月 1 日～平成 23 年 10

月 31 日）の通期業績予想と実績との差異について、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１． 平成 23 年 10 月期 通期連結業績予想と実績との差異について 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 12,540 500 450 560 10,189 円 04 銭 

今  回  実  績（Ｂ） 13,774 461 273 223 4,072 円 55 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 1,234 △38 △176 △334  

増 減 率             9.8% △7.7% △39.3% △59.7%  

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年 10 月期） 
11,517 433 315 416 7,602 円 96 銭 

（百万円） 

２． 差異の発生理由 

①営業体制の強化と、移動体通信事業においてスマートフォン需要が伸びたことにより、売上高については

当初予想を上回る実績となりました。ただし新規事業において当初計画の範囲内で開発、施設開設の準

備等の費用を先行して発生させているため営業利益については予想を下回る実績となりました。 

②経常利益に関しましては、役員及び役員関係会社に対する金銭債権に関して、株式を担保に設定して

おり時価評価を行っているため、当第 4 四半期においては連結上で 92 百万円、個別上で 101 百万円（通

期合計：連結 145 百万円、個別 160 百万円）を貸倒引当金繰入として営業外費用で計上したことが差異

発生の要因です。 

③当期純利益に関しましては、連結上及び個別上の特別損失として、平成 23 年 10 月 14 日付「特別損失の

計上に関するお知らせ」のとおり「不正関連損失引当金」105 百万円を第３四半期会計期間に計上したこ

とと、また、課徴金予定額として 72 百万円を第４四半期会計期間に計上したことが差異発生の要因です。 

 

震災の影響等もありましたが、予想は下回ったものの営業利益は前年と比較して 6.5%増加し、売上高１

３,774 百万円、営業利益 461 百万円と、経常利益 273 百万円、当期純利益 223 百万円となっております。 

以  上 

 
※ 業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の

業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる可能性があります。 


